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ヨュニアツゴポ竺ターで活躍

A掛寺.荷つ起訴してみて払

小学校卒業間近の6年生のみなさん。信毎こども記者は卒業となりますが、中学生になって

も取材を体験する機会があります。次はジュニアリポーターとしてこれまでよりも少し難しいテー

マについても、取材したり、記事を奮いたりしてもらう機会を作っています。勉強に、部活に、

と忙しいと恩いますが、ぜひ挑戦してみてね。

果物にフォークを刺して

持ち、右手でナイフを上手

に使って皮をむいていきま

す。すごい!

配事は3月2日の信濃

毎日新聞「ステップ!青春

のページJに掲載していま

す。みんなも続んでみて

ね.

昨年7月には、松本で開

いた国連軍縮会議にもジュ

ニアリポーターが参加して、

高校生の記者たちと一緒に速報新聞を作りました.

今年は10月に松本と諏訪で開く技能五鎗で速報新聞を出す予定なので、中学生にな

るみなさんにも協力をお願いする予定です。取材や企画の連絡を希望する人は、メール

アドレスを教えてくださいね。詳しいことは3月のこども使者ニュースを送る時にお知らせ

します。

挽極論面融云蚕『レスト弓ンザービスJ面下"こ出遍

軽#iR吉小林裕香さん奄

2月12日 中学生のジュニアリポーターと高校生特派員

が、軽井沢プリンスホテルで働いている小林裕香さん (22)

を取材しました.

小林さんは、昨年10月にロンドンで開かれた技能五輪

国際大会の『レストランサービス」部門に出場。4日間と

いう長い競誌に証殺して、21金になりました。レストランの

お客さんに料理をサービスしたり、ワインを選んだり、カク

テルを伝ったり、とさまざまなおもてなしの援を続ぅ続誌

です。

-・白冶の桔説、元きな崎議

;j¥幸福とともにh言語こどもii看を主主廷して討ニ毎o ~しぶりにジュニアレポーターとして
厳討をさせていただきました。詩画は長.Ojffi主治レストランサービス前月に福福した;J、林
俗香さんにお会いすることができました。

中学生となり、自分の進路や将来について意載するようになってきた私にとって、その

証券のニ語で衝く;J~林さんのお嵩を由かせていただいたりこ誕のレストランサービスを
面近で克ることが出来たことは矢きな肱遍となりました。これからも.'会がありましたら、

ぜひ崩!こ訓させてL、ただきたL、と晶、ます.

仮面会麻(長冨市市1)
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『信越ことも謡曲」誼量

もハード。抵h通話抵の語、ぁ?fl量さんの尚もちょっとたたいて

みましだが、記善!こなりました。

~a~看の惜の良さのこつは、 協の舵柑ljもできること。
花の雇室長、米主{ia.量、白話蔀の誓壬、花で面、場づくりをするXだち…。 窓きな

ゐ首だと、国lj相手の詰もすーっと入り、量員!ここり、のびのびと援を撞ぶこと

ができます。 ~Ëアルプス・泊掠量局での結結措の惨1恥暴しい患い出です。
苔、 こどち記這の普さんと鼠lj証量などで面「然のことが挙べ、 わくわくしっぱ

なしです。アロマセラピーを勉過したり、未こり証盛lこ由て克たりと、議しく

創操も掃けています。

こども配者が学校や地織で取材

して書いた宣E車を紹介するコーナー.

自分が興味を持ったこと、みんな

に知らせたいことなど、 書きたいテー

マが見つかったら地場活動部に

連絡してね。
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tE若じゃ獄がった弓~子どものころの動…

お花屋さん、森や木巴かかわる仕事

iJ¥事長l之上がる首、並び淘は出でしだ。乍誠誌酎の、ーもこ出がぜまるii'p骨巴住
み、未ゐの舗をぬってソリで語り、白るふくらむネコヤナギの会をなでなで。日

が職場の木恵議な「白のおじいさん」もいて、雇のユスラウメ!こマムシガ出尼僧

は、呼んできて捕ってちらったりしました。

そんな笛で、花ゃ目、白鴻が、百五与とこ俸のよう!こなっていきましだ。お花重

さんがき言と言い由したの1eJ;6説のころ。花ガ抱きで、誌も夫起きだったおばあちゃ

んがと<怠り、量る誼くであ:ifl量さんをやりたいと憩うよう区。コーヒーも由し、

あ醤さん!こお花を 1 ~ずつあげだい怠、 と通語をふくらまぜていました。
でも、 競~には夫益な!íí事です。挙星島刊、造量が勤めるお:ffi'昼さん巴並びlこ

合っていましだが、7Mii事、 重詰働で、接を漏めたり、売り上げlZi主われ、とて

今ではあまりやっていないそう

ですが、高級レストランではお

客さんの目の前でオレンジやグ

レープフルーツの皮をむいてお

皿に盛り付けて出すサービスが

あり、それも競技の一つです。

この目見せてもらったのは・

.~砂 ノシP/lコ-/lのカワテ凡


